
/問題:①
■項目:ケーブル運搬時における装置接触事故

ケーブル運搬時において不適切なものを１つ選択して下さい。

「過去に発生した人身・人為事故事例」 ●人為（電工）

1）3m以上の⾧尺なケーブルを作業者2人で運搬した。

3）一般工程の作業であり、過去に何度も行った作業であったが、現場にて確実に作業ミーティング、KYを実施した。

2）ケーブルの運搬ルートが狭隘で曲がっていて現用装置に接触する恐れがあるが、ケーブルの⾧さが2.5mで
あったため作業者1人で運搬した。



/解説:①
■項目:ケーブル運搬時における装置接触事故

「過去に発生した人身・人為事故事例」 ●人為（電工）

正解:2）ケーブルの運搬ルートが狭隘で曲がっていて現用装置に接触する恐れがあるが、ケーブルの⾧さが2.5mで
あったため作業者1人で運搬した。

が不適切です。

手順 運搬ルール 備考

１.運搬ルートの設定

１.安全な運搬ルートの選定
①運搬ルート周辺の現用装置に接触する恐れの少ないルート
②段差、階段、障害物等により転倒、転落等の恐れの少ないルート
③ほぼ真っすぐで安定して運搬できるルートを設定
上記のポイント及びビル状況（エレベータ状況等）から安全なルートを選定

【立止りPOINT】
・二重床設置フロア上で運搬する場合、養生マ
ニュアルに基づき、運搬可否を判断する
・搬出危険個所を考慮し選定する

２.運搬作業時

２.作業前の事前確認
①運搬予定物の状況（⾧さ・重量・曲がり等）の確認
②作業前の運搬ルート周辺の現用装置、段差等の障害物の状況を再確認し、
装置等への接触、転倒等の恐れがないか再確認する。
上記を踏まえて、運搬体制（人数・役割分担）、手順を再確認する

【立止りPOINT】
・危険と感じたら作業を中止し、ルート再選定若し
くは、現場代理人へ相談する

３.運搬作業

３.運搬作業の実施
・運搬ルートの作業区域の設定（カラーコーンの設置
・フロア跨りで作業する場合、無線機等により連絡、確認を行う
・事前に確認した運搬体制、手順に基づき運搬を実施

【⾧尺物の運搬手順】

◆『⾧尺:３.0ｍ以上』のケーブルを運搬する場合は、２人以上で運搬する
◆ただし、狭隘で曲がりのある運搬ルートで現用装置に接触する恐れがある場合は、⾧さに関わらず２人以上で運搬する

【⾧尺物の運搬ルール・定義】



/問題:②
■項目:受電設備 絶縁抵抗測定作業における高圧部感電（恐れ）事故について

「過去に発生した人身・人為事故事例」●人為（電保）

受電設備の点検回路作業における遵守事項として正しいものを選択して下さい。

２）点検回路の絶縁抵抗試験は危険工程であるが、受電設備点検回路作業チェックシートを使用して安全が確保
できる場合は、作業手順書の省略が可能である。

３）点検回路の接地抵抗試験は、他の設備に影響を及ぼさないため、作業通報書は不要である。

１）点検回路の保護継電器動作試験は、無電圧であり危険ではないので一人で実施してもよい。



/解説:② 「過去に発生した人身・人為事故事例」●人為（電保）

■項目:受電設備 絶縁抵抗測定作業における高圧部感電（恐れ）事故について

２）点検回路の絶縁抵抗試験は危険工程であるが、受電設備点検回路作業チェックシートを使用して安全が確保
できる場合は、作業手順書の省略が可能である。

が正解です。

点検回路の点検は、作業箇所を誤ると感電の恐れがある危険工程です。
危険工程における遵守事項を守り、作業を実施しましょう。

【ES第002908号】受電設備点検回路作業における高圧部感電事故の再発防止（指示）（2022.12.22）



/問題:③
■項目:空調機械室内冷凍機調査中の頭部裂傷事故

1）空調機械室内の冷凍機制御盤の調査作業は、危険工程ではなく日頃行っている作業なので、作業開始前に
KY活動は実施せずに作業を開始した。

2) 空調機械室内の冷凍機制御盤の調査作業を終了し、足元の工具を片付けるだけなので、ヘルメットを脱いで片
付け作業を行った。

建物等維持管理業務にかかわる制御盤の調査作業に関する行動として、適当なものはどれか?

「過去に発生した人身・人為事故事例」●人身（FM）

3) 制御盤の調査作業終了後、足元の工具を片付けてしゃがんだ状態から立ち上がった際に、制御盤の扉の角に
頭をぶつけそうになったので、扉の角にクッション材の設置を検討した。



/

正解:3) 制御盤の調査作業終了後、足元の工具を片付けてしゃがんだ状態から立ち上がった際に、制御盤の扉の角に
頭をぶつけそうになったので、扉の角にクッション材の設置を検討した。

が適当です。

解説:
1）危険工程ではない作業においても重篤につながる人身事故が多発しています。日頃行っている作業においても、危険
感受性を高めて、KY活動の実施をお願いします。

２）片付け作業時にヘルメットをとり、人身事故につながった事例があります。建物に入館する時から片付け作業も含め、
作業終了時までヘルメットの着用をお願いします。
（参考）【Ｆ技第000295】建物維持管理業務における重大事故撲滅（指示）（2022.05.17）社内限り による

３）自身のヒヤリハット体験を共有し、対策することは、事故を減らすことにつながります。自分と仲間を守るために積極的に
共有をお願いします。

解説:③ 「過去に発生した人身・人為事故事例」●人身（FM）

■項目:空調機械室内冷凍機調査中の頭部裂傷事故

【維持管理業務に伴う片付け作業時の事故事例】
2021年 1月13日
2階バルコニールーフドレン清掃作業を実施し、作業終了後、片付け中に足が作業用資材（金属缶）に接触し、1階に落下させ、直

下にいた別の作業員（ヘルメット未着用）の頭に当たり、怪我（裂傷1センチ程度）を負った。

2022年11月 7日
空調機械室内冷凍機制御盤のセンサーエラー履歴の調査作業終了後、片付けの際にヘルメットを外し、ヘルメットの下にかぶっていた布
製の帽子着用の状態で、かがんだ状態から立ち上がり、開いていた制御盤の扉の角に前頭部をぶつけ裂傷した。



/問題:④
■項目:移動中のセパレータ踏み抜きによる裂傷

鉄筋組立作業において、最も不適切なものはどれか?

1) 突出部の保護を外し当該エリアが危険状態に変わる前に、立入禁止措置を行った

2) 突出部の保護を外し危険状態に変わるエリアを、朝礼時に作業員に周知した

3) 突出部の保護キャップを外し危険状態となったが、注意喚起表示を行わずに別の作業エリアに移動した。

「過去に発生した人身・人為事故事例」●人身（建築）



/

正解:3）突出部の保護キャップを外し危険状態となったが、注意喚起表示を行わずに別の作業エリアに
移動した。
が不適切です。

安全のための養生を外す必要がある場合は、
朝礼や昼礼時に危険状態に変化する箇所を作業員に共有してください。
また、危険状態に変わる前に、立入禁止措置や各所に合った効果的な注意表示を行うことも重要です。
《取組内容》 ・バリケードによる区画 ・カラーコーンなど視認性の高い表示

突出部は踏み抜きだけでなく、躓き、転倒するリスクもあります。
転倒した先の状況によっては、重大な事故につながる恐れもあるので事前に危険な箇所はないか
現場の状況を確認しましょう。

解説:④ 「過去に発生した人身・人為事故事例」●人身（建築）

■項目:移動中のセパレータ踏み抜きによる裂傷


